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は じ め に

Bacampicminは,ス ウ ェーデ ン ・ア ストラ杜 により新 しく

開発され た合成ペ ニシリンであ る。Ampicillinの エ ステ ル化

合物 で,腸 管 より吸収 され ると速 や かに,か つ容易 に加水分

解されAmpicminと なって生体内で作用する。

本剤の特徴は,酸 に安定 でかつ脂溶性 が高いため,経 口投

与により,小 腸よ りエ ステル型の ままよく吸収 され,そ れ故,

加水分解後のAmpicnlhと しての血中濃度は.同 量 のAm-

picminを 経 口投 与した場 合 と比べて2～3倍 と高 く,ま たそ

の ピーク値 も早 くなるということである臆 したがって,こ の

特徴はTalampicmin2),3)やPivampicillin4)と よく似ている。

加水分解後 は。Ampicillin以 外 の代謝産物 は特 に認められ ず

ず,ま た安全性 においても,急 性 ・慢 性毒性。 一般薬理.特

殊毒性 などの検索が行 なわれたが。 特に異常 は認 められ なか

ったと報告され ている。

今回,我 々は本 剤の提 供 を受 け,外 科領域 において,基 礎

的お よび臨床的検討を行な い,若 干 の結論を得たので報告す

る。

Fig. 1 Structure of Bacampicillin

吸 収 お よび 排泄

健 康 成 人3名 に おけ る,Bacampicillinの 血 中濃 度 お

よび尿 中移行 を 測定 した。 測 定方 法 は,B.subtilis AT

CC 6633株 を検 定菌 とす る薄 層 カ ップ法 に よ り行 な い,

血清 濃度 の スタ ン ダー ドにはMonitrol Iを,ま た尿

中濃度 の スタ ン ダー ドにはPhosphate buffer(pH 7.2)

を用 い た(Fig.2)。

Fig. 2 Standard curve of Ampicillin

投 与 方法 は,Bacampicillin 500mg(ABPC力 価)の

空腹 時経 口投 与 であ る。

血 中 濃度 はAmpicminの 濃 度 と して,そ の ピーク値 は

3例 と もやや異 なる が7.9μ9/mlか ら12.3μ9/ml平 均

10.7μg/mlと 高 く,投 与 後1時 間 か ら2時 間 に あ った。

投 与後 の3例 の平 均 血 中濃 度 は,30分6.0μ9/ml,1時

間8.1μg/ml,2時 間9.3μg/ml,4時 間2.1μg/ml,

6時 間0.7μg/mlで あ った(Table 1,Fig.3)。

Table 1 Serum levels of Ampicillin

(Bacampicillin 500mg p.o. fasting) ƒÊg/ml

尿中排泄では,そ の濃度 は尿量によって異なるが,そ

のピーク値は3例 とも投与後2時 間までにあり,900μ9/ml

から2,830μ9/mlと 高濃度を示 し,本 剤の尿中移行 が速
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Fig. 3 Serum levels of Ampicillin

(Bacampicillin 500mg p.o. fasting)

や か で あ る こ と が 示 さ れ た。 ま た4～6時 間 で も,

130μg/mlか ら885μg/mlと 依 然高 い濃度 を維持 してい

た。 各 々の6時 間 後 まで の尿 中移行 率 は95,2%,52、6%,

95.4%で 平 均81。1%と 高 く,本 剤 の 尿 中排 泄 が 良好 で

あ る ことが 示 され た(Table2,Fig.4)。

Table 2 Urinary excretion of Ampicillin

(Bacampicillin 500mg p.o. fasting)

臨 床 使 用 成 績

外科的感染症15例 にBacampicillinを 投与 し,そ の臨

床的効果 について検討 した。

投与方法は全例1回250mgを1日4回 食 後投与 し,

投与期間は4日 か ら19日間であった。対象 となった疾患

Fig. 4 Urinary excretion of Ampicillin

(%) (Bacampicillin 500mg p.o. fasting)

は,本 剤が内服後はAmplcminと して活性 を示すことよ

り,主 に皮膚軟部組繊感 染症 であ った。 その内訳は療疽

4例,肛 囲膿瘍3例,癌2例 。蜂窩織炎2例 。感染粉瘤

1例,そ の他3例 であった。 分離 菌としては,Staph.

aureus2株,Staph. epidermidis1株,GPC 1株.

Klebsiella, E.coliの 各1株 であ った。

臨床効果判定は教室の判定 基準 に従って決定 した。す

なわち,著 効は主要症状 のほとん どが3日 以内に消失 ま

たは改善 した もの,有 効 とは主要症状 の過半数 が5日 以

内に消失 または改善 したもの,や や有効 とは主要症状の

1つ 以上が6日 以後に消失または改善 したもの,無 効 と

は6日 以上の投与に もかかわらず症状 が不変 もしくは悪

化 したものとした。 この結果,著 効1例 。有効11例,や

や有効2例,判 定不能1例 であった。判定不能 となった

症例13は,後 日,結 核菌 を確 認したため判定できなかっ

た症例 である。著効,有 効 を含めた有効率 は,判 定不能

を除き14例 中12例85.7%と 良い成績であった。本剤投与

によると思われる自他覚的副作用および測定 できた臨床

検査値 の異常は全例認めなか った(Table 3)。

考察およびまとめ

Ampicillinの エステル化合物であるBacampicillinは,

経 口投与 により同量のAmpicillin投 与時 の2～3倍 の

血中濃度が得 られ。健康 成人における500mg空 腹時 内

服 にて7.9μg/mlか ら12.3μg/mlの ピーク値 を示 し.

これは投与後1～2時 間にあった。 また本剤の尿中移行

はきわめて良好で,2時 間までの尿中濃度は尿量によっ

ても異なるが900μg/mlか ら2,830μg/mlと 高 く,6
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Table 3 Clinical responses of Bacampicillin

時間までの尿中回収率は平均81.1%で あった。

次に臨床使用成績 については,本 剤が生体内ではAm-

picillinとして抗菌 力を示 すことより,そ の対象となる

菌は,グ ラム陽性菌,大 腸菌,Proteus mirabilisな ど

が含まれると考えられ る。 したがって本剤を外科的感染

症に対 して用いた場合,対 象疾 患は,主 に皮膚軟部組織

感染症であると考 えられ る。 今回 これ らの15症 例 に,

Bacampicillin1回250mg1日4回 の投 与 を施行 した

結果,著 効1例,有 効11例,や や有効2例,判 定不能1

例で,著 効,有 効 を含めた有効率は85.7%と 良好であ っ

た。 したがって本剤は これらの感染症に対 して優れた効

果を示すと考えられた。 なお,本 剤投与によると思われ

る何らかの副作用は認め られなか った。

文 献

1) 第25回 日本 化学療 法学 会 西 日本 支部 総会,新 薬 シ ン

ポ ジウムBacampicillin。1977

2) 岡 本緩 子:新 しい抗 生物 質 。 内科39:1114～1118,

1977

3) 柴 田清 人,由 良二 郎,藤 井 修 照,品 川長 夫,西 秀 樹,

鈴 木芳 太郎,高 岡哲 郎,内 田 吉 則:外 科 領域 にお け

るTalampicillin hydrochlorideの 基 礎 的,臨 床 的

検 討 。感 染 症 学雑 誌49:578～583, 1975

4) 柴 田清 人,由 良二 郎,加 藤 文彦,伊 藤 忠 夫。 藤井修

照,品 川長 夫,鈴 木 芳太 郎,村 松 泰:外 科 領 域 に お

けるPivampicillinの 基礎 的,臨 床 的検 討。Chem-

otherapy 22:517～521, 1974



216 CHEMOT HERAPY MAV1979

FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON BACAMPICILLIN

IN THE SURGICAL FIELD
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TAKASHI DOI, SYU ISHIKAWA and TETURO TAKAOKA

First Department of Surgery, Nagoya City University, Medical School

Fundamental and clinical studies were conducted on bacampicillin, and following results were obtained .

1) Absorption and excretion

Concentrations in blood and urinary excretion were measured with bacampicillin 500mg at fasting. Drug was given

in 3 healthy adults. The peak ABPC concentration in the blood was observed 1•`2 hours after an oral

administration of BAPC, showing an average value of 10.7 ƒÊg/ml.

The urinary recovery of bacampicillin as ABPC was 81.1% of the dose in 6 hours.

2) Clinical result

Bacampicillin was used in 15 cases with surgical infections, and the clinical results were excellent in onecase, good

in 11, fair in 2 and unknown in one. No side effects were observed in any case .


